
熱中症の診断発生率は 0.168%、入院発生率は 0.005%でした。
熱中症の診断を受けた人が100人いると、3人が入院していることになります。
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歩行習慣が
熱中症の重症化予防に

空調などの
積極的な利用

良質な睡眠が
熱中症予防に有効

健康増進のために
日頃の体重管理を

特に子どもと高齢者は
熱中症対策が必要こまめな水分補給

喫煙や就寝前の食事などの
生活習慣を改善する

熱中症リスクへの
保障が不可欠

健康増進活動は熱中症予防の鍵を握っており、特に生活習慣病リスクを抑えることが重要です。

健康・生活習慣と熱中症の関係性を理解するために、リアルワールドデータを用いた分析を行いました。

温室効果ガスの
排出削減

健康増進活動
体調管理

社会保障
民間保険

第1の防衛ライン 第2の防衛ライン 第3の防衛ライン

歩行習慣がない 不健康な生活習慣 熱中症リスク増加

生活習慣病罹患

高血圧

糖尿病

脂質異常症

リアルワールドデータで示す
健康・生活習慣と熱中症の関係性

生活習慣病と熱中症リスク

熱中症リスク対策

　　　　 生活習慣病が
　　　　 熱中症リスクを増加

生活習慣病を持つ人は、持たない人に
比べて、熱中症リスクが大幅に増加す
ることが確認されました。

　　　　熱中症予防には
　　　　健康的な生活習慣を

熱中症予防には、十分な睡眠時間の確保
や夜遅くの夕食を避けるなど、健康的
な生活を送ることが重要です。

　　　　歩行習慣が
　　　　熱中症重症化を防ぐ

継続的な歩行習慣は、身体を暑さに慣ら
すことで、熱中症の重症化を防ぐ効果を
持つ可能性が示されました。

熱中症リスクに関するエビデンス

生活習慣病があると
診断リスクは1.5倍程度に、
入院リスクは 2～5倍程度 に！

日常的な歩行習慣があると、
熱中症の入院リスクは

 1割以上減少！

不健康な生活を続けると、
入院リスクは 3割以上増加！
良質な睡眠がとれないと、
診断リスクは 4割増加！

降圧薬使用

糖尿病治療薬使用

脂質異常症治療薬使用

体重増加

就寝前夕食習慣あり

喫煙習慣あり

睡眠休養感なし

歩行習慣あり

100 100

162 356
136 494

148 224
109 134

103 138

103 133

140 103

110 88

診断リスク（相対値）リスク因子
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※この棒グラフでは相対リスク1.0を100とした指数で表しています。健康・生活習慣と熱中症リスクの関係性


